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佐々木瑞枝

日本語教師が最低限知っておいたほうがいいビジネスの用語や概念を、日本語教育場
面に当てはめて解説します。ビジネス理論を授業に応用して、教師力を磨きましょう。

教師力アップのための
ビジネス理論入門

さ
れ
ま
す
。

　

実
際
は
コ
ピ
ー
は
自
動
で
さ
れ
る
の
で
、

コ
ピ
ー
の
時
間
そ
の
も
の
は
大
差
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
コ
ピ
ー
を
す
る
た
め
に
、
コ
ピ

ー
用
の
原
紙
を
作
成
す
る（
イ
ラ
ス
ト
を
取

り
込
ん
だ
り
、
文
章
を
書
い
た
り
、
レ
イ
ア

ウ
ト
し
た
り
）時
間
、
コ
ピ
ー
室
ま
で
の
往

復
や
コ
ピ
ー
に
要
す
る
時
間
な
ど
も
原
価
計

算
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
②
の
情
報（
正
確

な
原
価
計
算
）に
着
目
し
た
の
が
、「
コ
ス
ト

割
り
当
て
の
視
点
」
で
す
。

　

日
本
語
学
校
経
営
者
や
私
立
大
学
の
経
営

者
か
ら
見
る
と
→
Ｃ
ク
ラ
ス
の
準
備
に
七
、

〇
〇
〇
円
も
か
か
っ
て
い
る
→
も
っ
と
コ
ピ

ー
の
枚
数
を
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
視
点
が
出
て
く
る
の
で
す
。
こ
こ
で

は
コ
ピ
ー
を
例
に
挙
げ
ま
し
た
が
、本
来
は
、

学
生
に
テ
キ
ス
ト
を
買
わ
せ
る
べ
き
で
す
よ

ね
。
日
本
の
教
育
機
関
で
は
あ
ま
り
に
コ
ピ

ー
を
し
過
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

　

①
の
情
報（
各
講
師
の
先
生
が
ク
ラ
ス
に

よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
を
消

費
し
て
い
る
か
の
情
報
）に
着
目
し
た
の
が
、

「
プ
ロ
セ
ス
視
点
」
の
情
報
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
人
の
先
生
が
Ａ
．
Ｂ
．
Ｃ
の

三
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
三
人
の
先
生
と
考
え
る
と
、

経
営
者
と
し
て
は
、
Ａ
の
先
生
を
採
用
す
る

Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
と
は 

A
ctivity B

ased C
osting

　

一
九
八
〇
年
代
に
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ
・
キ
ャ
プ
ラ

ン（Robert S. K
aplan

）と
ロ
ビ
ン
・
ク
ー

パ
ー（Robin Cooper

）が
体
系
化
し
た
も

の
で
、
筆
者
も
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
初
め

て
こ
の
用
語
を
耳
に
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
は
、
新
し
い
コ
ス
ト
計
算
手
法

を
取
り
入
れ
て
い
る
企
業
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
で
学
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
日
本
語
教
育

に
も
応
用
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ス
ト
」
と
い
う
と
教
育
と
無
縁
の
よ

う
に
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
分
解
で
き
る
の
で
、従
来
、

原
価
管
理
と
は
無
縁
と
さ
れ
て
い
た
、銀
行
、

病
院
、
自
治
体
な
ど
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

文○佐々木瑞枝　イラスト○渡辺剛志

今月のテーマ ABC分析を日本語教育に応用する

第９回

日
本
語
教
育
で
の
業
務
を 

可
視
化
す
る
こ
と

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
で
見
え
て
く
る
も
の 

①
正
確
な
コ
ス
ト
計
算
が
可
能
に
な
る

②
日
本
語
教
育
活
動（
準
備
）と
教
育
や
発
表

（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）が
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
が
、
明
確
に
な
る

（
例
）大
学
で
も
日
本
語
学
校
で
も
、
先
生
方

は
授
業
時
間
の
前
に
膨
大
な
コ
ピ
ー
作
業
を

し
ま
す
ね
。
講
師
一
人
が
一
日
一
〇
〇
枚
コ

ピ
ー
す
る
と
し
ま
す
。

　

講
師
の
日
給
が
一
万
円
だ
と
し
ま
す
。（
た

い
て
い
の
講
師
は
、
授
業
時
間
以
外
も
授
業

の
準
備
や
授
業
後
の
連
絡
記
録
な
ど
を
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
非
常
勤
講
師
の
場
合

は
時
間
外
は
給
料
外
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
が
専
任
講
師
で
す
と
、
給
料

内
の
時
間
と
な
り
、
コ
ピ
ー
に
割
く
時
間
も

給
料
内
と
考
え
ま
す
。）

①
一
人
の
先
生
が
Ａ
ク
ラ
ス
用
に
一
〇
回
、

Ｂ
ク
ラ
ス
用
に
二
〇
回
、
Ｃ
ク
ラ
ス
用
に
七

〇
回
コ
ピ
ー
し
た
と
す
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
コ

ス
ト
配
分
を
行
え
ば
、

②
Ａ
ク
ラ
ス
で
先
生
が
コ
ピ
ー
に
使
っ
た
時

間
は
一
、〇
〇
〇
円
、
Ｂ
ク
ラ
ス
で
は
二
、〇

〇
〇
円
、
Ｃ
ク
ラ
ス
で
は
七
、〇
〇
〇
円
と

原
価
配
分（
先
生
が
コ
ピ
ー
に
要
し
た
時
間
）

入学希望者

優秀な教師
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WORKS

ほ
う
が
Ｃ
の
先
生
を
採
用
す
る
よ
り
も
、
コ

ス
ト
だ
け
を
考
え
る
と
有
利
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
先
生
の
教
育
を
コ

ス
ト
だ
け
で
見
る
の
は
、
早
計
で
す
。
こ
こ

で
は
、
あ
く
ま
で
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
分
析
の
例
と
し

て
挙
げ
た
ま
で
で
す
。

　

日
本
の
教
育
機
関
を
一
つ
の
「
企
業
体
」

と
し
て
考
え
た
と
き
、
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ

に
無
駄
が
な
い
か
、
皆
さ
ん
も
周
り
を
見
渡

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
人
の
サ
ラ
リ

ー
の
中
で
そ
の
「
無
駄
な
時
間
」
が
ど
の
く

ら
い
を
占
め
て
い
る
か
を
考
え
る
と
、
馬
鹿

に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
コ
ス
ト

削
減
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
「
物
を
買
う
予
算
を
減
ら
す
」
こ
と

よ
り
も
、
一
人
ひ
と
り
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
を
見
直
し
、
無
駄
な
行
動
を
減
ら
す
の
が

「
Ａ
Ｂ
Ｃ
計
算
」
の
基
本
な
の
で
す
。

グループディスカッション
下記の項目について、あなたの所属する学校の「ABC調査」をしてください。
その調査は、改善できるところを探し出すことにあります。
どんな点を改革すべきだと思いますか。

1. 顧客管理（受験生について、情報は管理されていますか）

2. マーケティング（受験生が受験しやすいように、効果的に広告宣伝されていますか）

3. 学生管理（学生たちの日本語力は確実に伸びていますか）

4. 苦情管理（学生たちの苦情を吸い上げて、授業や事務運営を改革していますか）

5. 機械・設備等の故障管理（パソコン、教室に備え付けものなど）

6. エネルギー管理（エアコンやエレベーターの使用状況など）

分析の対象

経営管理、業務管理 

7. 先生方が学会などで発表した回数や、出版物など
研究、統計

8. 大学や企業で過去に出題された問題（過去問）の、傾向分析
受験対策、受験指導
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